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№ 57211月号

【町 の 位 置】北緯34度51分　東経135度51分　海抜118メートル（役場）
【町の面積】58.16平方キロメートル
【人のうごき】人口 9,649人（+8）　男 4,812人（+6）　女 4,837人（+2）
　　　　　出生 3人　 死亡 7人　 転入 29人　 転出 17人
　　　　　世帯数 3,589世帯（+12）
　　　　　※平成27年10月１日現在。　（　）内は前月との比較。
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項　目 平成26年度 前年と比べて

光熱水費、家財費など 55,400円49,950円 5,450円

…（一般会計の項目）

…物件費

食 費 96,890円87,450円 9,440円 …人件費

住 居 の 増 改 築 51,420円82,100円 △ 30,680円 …普通建設事業費

住 居 の 補 修 1,800円1,570円 230円 …維持補修費

…扶助費3,990円56,630円52,640円医 療 費

子 ど も へ の 仕 送 り 55,710円56,890円 △ 1,180円 …繰出金

…公債費△ 2,180円38,200円40,380円借 入 金 の 返 済

親 戚 へ の 援 助 49,790円49,770円 20円 …補助費等

…出資金・貸付金20円30円10円友 人 へ の 貸 付 金

預 貯 金 の 積 立 7,080円7,280円 △ 200円 …積立金

合　　　計 412,950円428,040円 △ 15,090円

（平成25年度）

あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034
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あなたの街のパナソニックのリファイン
ショップ、リファイン京田辺は、リフォー
ム・増築・改築・改装・新築を通して、生
涯＂げんき＂をサポートする健康長寿の住
まいをつくる専門店です。耐震改修工事も
お任せください。◆アルス耐震改修専門店

京田辺
京田辺市三山木西荒木６
通話料無料　0120-806-200

リファイン京田辺 検索

リファイン

自由設計リフォーム

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

広報うじたわら 平成27年11月号03

一般会計歳入
歳入額は約43億1千万円01

　

町
に
入
っ
た
26
年

度
の
歳
入
は
約
43
億

1
千
万
円
で
前
年
度

に
比
べ
て
約
１
億
５

千
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
町
税
を
中

心
と
し
た
自
主
財
源

比
率
は
、
減
収
傾
向

に
あ
っ
た
町
税
が
増

加
に
転
じ
た
の
と
、

国
庫
支
出
金
や
町
債

等
の
依
存
財
源
の
減

少
に
よ
り
、
48
・
６
％

に
増
加
し
ま
し
た
。

05
　

22
～
24
年
度
は
歳

出
削
減
の
積
み
重
ね

に
よ
り
、
基
金
の
取

崩
し
を
抑
え
ら
れ
ま

し
た
。
26
年
度
は
、

福
祉
の
充
実
を
は
じ

め
災
害
に
強
い
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

や
道
路
関
係
事
業
な

ど
へ
の
積
極
的
な
投

資
を
行
う
た
め
に
、

基
金
を
充
当
し
た
た

め
、
基
金
残
高
が
減

少
し
ま
し
た
。

一般会計歳出
歳出額は約41億3千万円02

　

町
が
支
出
し
た
一
般

会
計
の
総
額
は
約
41
億

3
千
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
て
約
１
億
５
千
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
の
義
務
的
経
費

が
全
体
の
46
・
４
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
国
の

補
正
予
算
に
伴
う
補
助

事
業
等
の
完
了
に
よ
り
、

投
資
的
経
費
が
減
少
し

全
体
の
12
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

財政力指数
25年度より微減06

　

自
治
体
の
自
力
で
の

財
政
力
や
国
へ
の
依
存

度
を
表
し
ま
す
。
数
値

が
高
い
ほ
ど
、
財
政
的

に
余
裕
が
あ
り
独
自
政

策
が
実
施
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
景
気
低
迷
の

影
響
で
減
収
傾
向
に

あ
っ
た
税
収
入
が
下
げ

止
ま
り
微
増
し
た
も
の

の
、
社
会
保
障
費
の
増

加
等
に
よ
り
、
財
政
力

指
数
は
低
下
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

経常収支比率
財政の弾力性は前年度より4.3％悪化03

　

人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
毎
年
必

ず
支
払
う
経
費
を
町

民
税
な
ど
毎
年
見
込

め
る
収
入
で
割
っ
た

指
標
で
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
表
し
ま
す
。

　

町
税
や
普
通
交
付

税
等
が
増
加
し
た
も

の
の
、
そ
れ
を
上
回

る
経
常
支
出
の
増
加

に
よ
り
、
昨
年
度
に

比
べ
て
、
４
・
３
％

悪
化
し
ま
し
た
。

町　債
まちの借金残高は約41億2千万円04

　

起
債
発
行
額
が
償

還
額
を
上
回
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
残
高
は

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
規
模
に
対
す

る
借
金
の
残
高
は
比

較
的
良
好
で
す
が
、

引
き
続
き
借
入
条
件

の
有
利
な
地
方
債
の

発
行
及
び
適
正
な
額

の
発
行
に
努
め
、
健

全
性
を
保
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

健全化判断比率・資金不足比率
健全化指標は良好07特別会計・企業会計

国保８年連続赤字08

自
　主
　　財
　　　源
　　48.6％

町税
36.6％

　　　依
　　存
　財
源

51.4％

国･府支出金
　17.6％

　町債
7.9％

地方交付税
　20.5％

繰入金

　12.0％
など

交付金 など
5.4％

※赤字が生じない場合は「－」で表示。
＊1　普通会計の赤字の大きさから財政状況を判断する指標
＊2　特別会計を含めた全会計の赤字の大きさから財政状況を判断する指標
＊3　借金等の返済額の大きさから資金繰りの度合いを判断する指標
＊4　実質的な負債額等から将来の財政のひっ迫度合いを判断する指標
＊5　企業会計の累積された資金不足額等から経営状況を判断する指標

健全化判断比率 宇治田原町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率　　＊1 ― 15％ 20％

連結実質赤字比率　　
　　　　　　　　＊ 2 ― 20％ 30％

実質公債費比率　＊ 3 7.3％ 25％ 35％

将来負担比率　　＊ 4 ― 350％ ―

資金不足比率　＊ 5 宇治田原町 経営健全化基準

水道事業会計 ―

奥山田地区簡易水道事業特別会計 ― 20％

公共下水道事業特別会計 ―

その他の経費
15.6％

投資的
経　費
12.5％

義
　務
　　的
　　　経
　　　　費
　　　46.4％

物件費
13.4％

補助費等
12.1％

扶助費
13.7％

人件費
23.5％

　公債費
9.2％

100

95

90

85

80
22年度 23年度

宇治田原町 類似団体 府下市町村平均

↑

財
政
に
弾
力
性
が
な
い

91.6% 91.2%
92.1%

88.9%

85.5% 85.5%

85.0%83.1%

87.4%89.9%

86.0%

24年度 25年度 26年度

86.8%

91.1%

28

27

26

25

24
22年度

25億3,637万円

23年度

26億3,875万円

24年度

26億8,830万円

25年度 26年度

26億7,242万円

25億7,033万円

0.75

0.70

0.65

0.60

0.55

0.50

0.45

0.40
22年度

宇治田原町 類似団体 府下市町村平均

↑

自
治
体
自
体
に
財
政
力
が
あ
る

23年度

0.54 0.53
0.56

0.58

24年度

0.65 0.640.65
0.67

0.69

0.41 0.40
0.42

0.52

25年度 26年度

43

42

41

40

39
22年度 23年度

40億778万円

24年度

39億7,170万円

25年度 26年度

41億644万円 41億1,826万円

40億7,289万円

　

特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
る
特
別
会
計
と

企
業
会
計
は
次
の
と

お
り
で
す
。
国
民
健

康
保
険
は
、
前
年
度

の
繰
上
充
用
（
翌
年

度
の
歳
入
を
繰
り
上

げ
て
現
年
度
の
財
源

に
す
る
）
を
行
っ
た

た
め
、
約
７
千
万
円

の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

＊水道事業のみ企業会計、歳入を総収益に読み替える。

会　　　　　計 歳　　　入 差　引　額

国 民 健 康 保 険 10億7,449万円 △6,632万円

後 期 高 齢 者 医 療 8,745万円 96万円

1,000万円7億1,868万円介 護 保 険
　（保険事業勘定）　

80万円462万円介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

0万円7,368万円奥山田地区簡易水道事業

公 共 下 水 道 事 業 5億9,564万円 1,058万円

1,181万円2億4,597万円水道事業（収益的事業）＊

【一般会計】まちの家計は概ね良好

まちづくりの
基盤整備へ
積極投資

決 算特集
　平成26年度 まちの家計簿

基　金
まちの貯金残高は約25億7千万円

　
　
　
　
　
　

成
26
年
度
の
決
算

　
　
　
　
　
　

が
ま
と
ま
り
ま
し

　
　
　
　
　
　

た
。
歳
入
額
が
約

43
億
１
千
万
円
（
前
年
比
３
・
３
％

減
）、
歳
出
額
が
約
41
億
３
千
万

円
（
前
年
比
３
・
５
％
減
）。
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
ハ
ー
ド
整
備

事
業
の
完
了
に
よ
り
歳
入
歳
出
の

い
ず
れ
も
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

２
年
連
続
で
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

整
備
へ
積
極
的
に
投
資
し
ま
し
た
。

　

実
質
収
支
は
約
１
億
４
千
万
円

の
黒
字
で
す
が
、
基
金
の
取
崩
し

な
ど
で
実
質
単
年
度
収
支
は
約
１

億
８
千
万
円
の
赤
字
で
す
。
今
後

も
健
全
財
政
の
維
持
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
や
安
心
・
安
全
施
策
を
は

じ
め
と
す
る
将
来
を
見
据
え
た
事

業
執
行
を
し
て
い
き
ま
す
。
一
方

で
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
行

財
政
改
革
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。
中
長
期
的
に
は
、
新
た
な

財
源
の
確
保
を
図
る
な
ど
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平

　一般会計の決算額を１か月の家計の収支に例
えて、うじたわら家の家計がどうなっているのか。
　Ｑ＆Ａで簡単にポイントを説明します。

　町
の一
般会
計を

１か
月分
の家
計に

置き
換え
てみ
まし
た。

一般
会計
の金
額を

　10,
000で

割って
います

。

項　目 （平成25年度） 平成26年度 前年と比べて

世 帯 主 の 収 入 157,790円155,230円 2,560円

…（一般会計の項目）

…町税

配 偶 者 の 収 入 111,170円110,240円 930円 …地方交付税など

親 か ら の 仕 送 り 75,970円86,860円 △ 10,890円 …国・府支出金

事 業 収 入 9,640円13,380円 △ 3,740円 …分担金、使用料など

…寄附金、繰越金など30円16,950円16,920円そ の 他 収 入

借 入 金 34,220円48,230円 △ 14,010円 …町債

…繰入金10,420円25,290円14,870円預 貯 金 の 引 き 出 し

合　　　計 431,030円445,730円 △ 14,700円

Ｑ住居の増改築が減っているのは？
Ａ平成25年度に、親からの仕送りや事業
収入、借入金、預貯金をもとにした、大型

の道路改良や災害復旧事業が終了し
たからだよ。平成26年度も積極的
に取り組んだけど、前年と比較
　すると減っているね。

Ｑ世帯主の収入が増えてい
るけど？
Ａ国の経済施策によって景

気が改善してきて、
　法人町民税・固定
資産税などが増え
てきているんだね。

Ｑ親からの仕送りや借入金が
減っているよ？
Ａ国の緊急経済対策事
業（道路事業・救急車
購入）や災害復旧事業などが終
了したから親からの仕送りや借
入金が大幅に減っているんだよ。

Ｑ医療費が増えているね？
Ａ扶助費と呼ばれるこ
の費用は、社会保障費
としてみんなの暮らしを
支えるための費用なんだ。高齢
化が進むと、この費用は増えて
いく傾向にあるね。

Ｑ事業収入が
減っているけど？
Ａ集団茶園事
業の終了や保育所の第３
子無償化により、分担金
や保育料が減少したこと
が、主な理由だよ。



November 2015 04

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前9:00～12:00・午後2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

衛生士・助手
▶雇用形態
正社員・アルバイト
＊初心者・新卒の方
　大歓迎

募集

広報うじたわら 平成27年11月号05

「
も
し
か
し
て
」

あ
な
た
が
救
う 

小
さ
な
手

◉
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る
児

童
虐
待
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
を

救
う
の
は
あ
な
た
の
気
づ
き
で

す
。
日
頃
か
ら
子
育
て
世
帯
に

関
心
を
持
ち
、
地
域
全
体
で
親

子
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

核
家
族
が
増
え
、
乳
幼
児
と

の
関
わ
り
が
少
な
い
ま
ま
育
っ

た
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
相
談

で
き
る
人
が
身
近
に
い
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
育
て
方
、

し
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
。
そ

ん
な
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
親
子
が
い
れ
ば
、

赤
ち
ゃ
ん
に
ほ
ほ
笑
み
か
け
、

「
か
わ
い
い
ね
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
地
域
で
親
子
を

温
か
く
見
守
る
こ
と
が
児
童
虐

待
を
防
ぐ
大
き
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
や
養
育

者
が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ

け
、
健
や
か
な
成
長
・
発
達
を

損
な
う
行
為
の
こ
と
。
愛
情
あ

る
「
し
つ
け
」
で
あ
っ
て
も
、

結
果
的
に
子
ど
も
の
発
育
や
発

達
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る

な
ら
ば
、そ
れ
は「
虐
待
」で
す
。

児
童
虐
待
か
ど
う
か
は
、
愛
情

を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど

の
親
側
の
事
情
で
は
な
く
、
子

ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
、
親
の

行
為
が
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
考
え

　
「
激
し
い
泣
き
声
が
す
る
」

「
大
人
を
見
て
お
び
え
る
」
な

ど
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ

い
た
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
思
い
通
り
に
い
か
な

い
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
虐
待
の
当

事
者
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

と
き
は
、
不
安
や
悩
み
を
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
勇
気
が

あ
な
た
と
子
ど
も
を
救
い
ま
す
。

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

／
宇
治
児
童
相
談
所
京
田
辺
支

所
（
☎
６
８-

５
５
２
０
）

親
で
な
く
子
ど
も
の
立
場
で

「
虐
待
」。
そ
れ
が
児
童
虐
待

「
か
わ
い
い
ね
」

や
さ
し
く
見
守
る
そ
の
一
声

Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
た
ら

す
ぐ
連
絡

児童相談所
全国共通
３桁 ☎189

いち はや く お住まいの地域の児童相
談所につながります。
＊一部のＩＰ電話は利用不可

第２期「地域福祉計画」の策定へ
策定委員を募集

　町の地域福祉を総合的に推進する柱となる「地
域福祉計画」。平成29年度からの次期計画の策定
に今年度から取り組みます。住民の皆さんの声を
反映させるため、策定委員会の委員を募集します。
・対象　18歳以上の町内在住・在勤者
・人数　若干名（※応募多数の場合は選考）
・応募締切　11月20日（金）
・任期　12月中旬～平成29年３月頃
・会議回数　期間中に約５回
・委員構成　今回の公募委員のほか、福祉・ボラン
　ティア団体の関係者ら約10人

【地域福祉計画】社会福祉法に基づき市町村が策定する
計画で、５か年の住民・行政等が地域福祉を担ってい
く方策を定めている。本町の現計画期間は平成24年度
から平成28年度まで。

■問・■申福祉課 ☎88－6635・FAX88－3231

info 町立保育所「あゆみのその」

平成28年度 入所申込み
入所中の児童の申込書は保育所で配ります

　来年４月からの入所を希望される方の申
込受付を行います。なお、町外の認定こど
も園を希望される場合は保育所までご相談
ください。

◉入所対象児童　平成22年４月２日以降
の生まれで生後90日以上の乳幼児

◉申込書配布　11月９日（月）から町立
保育所と福祉課で配布

　※土・日曜日、祝日除く
◉受付期間　11月24日火～30日月の
　平日 午前８時30分～午後５時15分

※申込みには入所基準に該当することを
確認する証明書の添付が必要ですの
で、早めに申込書を請求してください。

◉入所できる基準　保護者が次のいずれか
に該当し、家庭で保育できないことが条
件です。
①就労　１か月あたりの労働が64時間

以上（常態）
②妊娠・出産（分娩予定月の前後２か月）
③疾病・障がい
④介護・看護
⑤災害復旧
⑥求職活動（３か月を限度）
⑦就学
⑧育児休業　育児休業取得時、すでに保

育を利用している児童がいて継続利用
が必要である場合　など

◉支給認定　今年度から始まった子ども・
子育て支援制度では、保育所に入所する
には支給認定（２号認定（満３歳以上）・
３号認定（満３歳未満））の手続きが必
要となります。認定の手続きは、入所手
続きと同時に行います。

■問・■申町立保育所 ☎88－6611
■問福祉課 ☎88－6635

ＤＶ で悩んでいませんか？
ドメスティック・バイオレンス

「私にも悪い所があるかも」「子どものために私
さえ暴力を我慢すれば」。いいえ、許される暴力
なんて、ありません。

勇気を出して相談ください。

☎0570-0-5
ここに電話

5210
（全国統一ダイヤル）

お近くの相談窓口をご案内します。

11月12日～25日は
女性に対する暴力をなくす運動週間

■問福祉課 ☎88－6635
　南部家庭支援センター ☎43－9911

がんばってます！消防団 Fire Busters ■問総務課 ☎88－6631

町防火ポスターコンクール
最優秀賞に松原直柔さん

　防火意識の向上
などを目的に行っ
た第７回宇治田原
町防火ポスターコ
ンクールの入選作
品が決まりまし
た。小中学生か
ら応募のあった
137点の中から、
松原直柔さんが最優秀賞に輝きました。さら
に松原さんの作品は、全日本消防人共済会主
催のコンクールでも佳作に選ばれました。

　なお、最優秀作品は、本町の防火ポスター
として印刷します。応募作品は、11月11日
（水）から16日（月）まで総合文化センター
ロビーで展示します。
■入選者（敬称略）
▶最優秀賞　松原直柔（田小６年）
▶優秀賞　澤田未来（田小６年）、森本莉生（田
小６年）、吉田蒼依流（田小６年）、垣口兼飛（宇
小４年）、久保山慶司（宇小４年）、佐々木凜（宇
小４年）、田村仁（宇小４年）、奥谷蒼梧（維中
１年）、西出彩乃（維中１年）、藤川秦（維中１年）、
湯浅みれい（維中２年）

団員募集中▶▶▶まちの安心・安全のために、と
もに活動していただける方（18歳以上の町内在
住・在勤者）を募集しています。

↓
松
原
直
柔
さ
ん
の
最
優
秀
作
品

　次の手順で、慌てず落ち着いて正しく通報しましょう。
●❶火事か、救急か、はっきりと●❷場所（目標物）を明確に●❸状況
を詳しく●❹通報者の名前と電話番号

こちら消防分署 ■問宇治田原分署　☎88－5500

秋の火災防止運動　11月9日月～15日日
「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

　これから火災が発生しやすい時季を迎えます。「３つの習
慣・４つの対策」で火災の発生を防いでください。

11月9日は「119番の日」

①寝たばこはしない
②ストーブは燃えやすいものから離して使用
③ガスコンロ等のそばを離れる時は必ず火を消す

①火災警報器を設置
②寝具は防炎製品を
③消火器を設置
④高齢者などを守るため隣近所の協力体制をつくる

3つの
　習慣

4つの
　対策

いのちを守る７つのポイント

宇治田原教室
指導者　　西村　菊

宇治田原町　郷之口会館１Ｆ
ＴＥＬ　080-3109-6779

教室日　月曜と木曜　15時～19時

01

02

03

【一般会計】平成26年度

取り組んだ主な事業 ５ つの重点施策

地域防犯推進事業　373万円
　交通安全や防犯推進活動の拠点として、青色灯付きの地域みまもりステー

ションを町内産材を活用し整備しました。

河川改修事業　2,075万円
　災害に強いまちを目指し、町が管理する普通河川を対象に、浸水被害を

低減する拡幅工事や老朽化した護岸の改修工事などを行いました。

自主防災組織支援事業　191万円
　自主防災組織の防災資機材・備蓄物資の整備に対する助成や、地区の防

災訓練の支援を行いました。

キッズ防火隊促進事業　13万円
　将来の地域防災を担う人材を育成しようと、各地区の児童を対象とした

「キッズ防火隊」の結成を進めました。

第５次まちづくり総合計画策定事業　963万円
　平成２８年度以降の本町のまちづくりの方向性や長期的な指針となる、第

５次まちづくり総合計画の策定を進めました。

宇治田原山手線整備事業　1,239万円
　宇治田原山手線の国道307号以北（滋賀県境まで）の約1.2kmの詳細設

計と用地測量を行いました。

集落内生活道路改良事業　6,341万円
　利便性、安全性、快適性を高めるため、地域の要望などを踏まえ、住民

生活に密着した道路の整備改良を行いました。

プラマーク容器包装分別啓発事業　90万円
　ごみの減量化、再資源化を進めるため、プラマーク容器包装物の分別収

集をするにあたり、看板やチラシを作成し、周知啓発しました。

観光振興計画策定事業　375万円
　観光的魅力の向上と活性化を図るため、その指針となる観光振興計画の

策定を進めました。

「大福集団茶園」再造成事業　2,175万円
　茶どころとして、さらなる宇治茶の生産振興を図るため、湯屋谷地区の「大

福集団茶園」を再造成するための、調査設計と環境調査を行いました。

町内産材活用バス停整備費補助金　318万円
　利用者の利便性・快適性の向上のため、バス事業者が行う町内産材を活

用したバス停整備を支援しました。

末山・くつわ池自然公園管理業務委託事業　385万円
　年間約１万人が訪れ、豊かな自然に親しめるレクリエーション施設「末山・

くつわ池自然公園」の施設改修などを行いました。

　安 心・安全

　ま ちづくり・
　　　成長基盤整備

　産 業・観光振興

Five priority projects of Ujitawara town
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保育所安心安全対策事業　251万円
　保育所内の安心安全対策として、門扉に遠隔操作で開閉できる電気錠を

設置。不審者の侵入防止対策を強化しました。

各種がん検診事業　465万円
　死亡原因で最も多い「がん」の早期発見・早期治療を目的に、健康増進

法に基づく各種がん検診を行いました。

町内産材活用やすらぎ荘浴室整備事業　545万円
　高齢者のふれあいと憩いの場「やすらぎ荘」の浴室を、町内産材を使っ

て改修。木のぬくもりのある快適な浴室空間を整備しました。

障がい者福祉新施設整備支援事業　300万円
　障がい者が地域で安心して暮らせるよう、障がい福祉サービスを複合的・

総合的に提供できる施設の整備を支援しました

英語力向上推進事業　51万円
　中学生の英語力向上を目的に、英語検定の受験者に１人１回分の受験費用

を支援。検定対策の学習会を夏休みと冬休みに開きました。

宇治田原ふるさと文化賞実施事業　11万円
　町内の小・中学生に、俳句をとおして郷土愛を育み、まちを再発見しても

らおうと「宇治田原ふるさと文化賞」を創設しました。	 	

健康トライ！いきいきスポーツ実践事業　14万円
　加齢による「筋肉量の減少」を防ごうと、「貯筋カード」や「運動実践カレ

ンダー」を作成し、住民の運動意欲アップを図りました。

読み聞かせボランティア養成事業　5万円
　地域や学校、町立図書館で、子どもたちに「読み聞かせ」を行うボランティ

アの育成を目的に、養成講座を行いました。

　福 祉・健康長寿

　教 育

Five priority projects of Ujitawara town

Five priority projects of Ujitawara town

決 算特集
平成26年度 まちの家計簿



　今年の祭は、例年にも増して熱気を帯びていました。荒木区
長の松本健治さんの声かけで昨年から祭検討会を開き、新しい
試みなどを関係者で協議してきました。約20年ぶりに賑わいを
取り戻した夜店には、予想を上回る人が来場。多くの子どもた
ちの笑顔を見ることができました。夜店の運営も地域の皆さん
で行っていただきました。本当に感謝しています。課題もあり
ましたが、昔懐かしい光景が、再現できたのではないかと喜ん
でいます。これら新しい取組が功を奏して、神輿の担ぎ手も多
く、活気ある神輿巡行ができました。祭をとおした交流は、ま
ちの活性化につながります。来年以降も、賑わいある祭が開催
できるよう、地域の皆さんのご協力をお願いします。

　勇壮な神輿が巡行する田原祭を、どうしたら継承して
いけるのか。10年以上ともに担いできた同級生らと真剣
に考え、宮総代や地域の役員の方とも意見を交わしてき
ました。今年初めて、祭のＰＲや担ぎ手確保のため、独
自ポスターを制作。さらに、未来の担ぎ手候補への声か
けも含めて、銘城台地区すべてのお宅を訪問しました。
以前から、担ぎ手仲間で意見のあった、夜店復活
や小学生に祭のポスターを描いてもらうことなど
が実現した年でもありました。後輩たちも僕らの
思いを引き次いでくれています。皆さん、どうか
来年、担ぎ手たちの勇壮な姿を見に来てください。

　子どものとき、祖母に連れられ、夜店でリン
ゴあめやお面を買った思い出があります。この
会場にいると、懐かしさと、あのときと同じわ
くわく感が溢れてきます。自分の子どもを田原
祭に連れて行くようになったときには、夜店は
３軒にまで減っていて、寂しく思っていました。
小さいときから田原祭が大好き。子どもたちに
も私と同じように好きになってもらいたいです。

（富美代さん）
　「わたあめ、おいしい。神輿を見るのが大好き。お店
がいっぱいあるお祭も楽しくて好き（隆之介くん）」

　近くで見る神輿は、思ったより大きかっ
た。たくさんの人が、激しく揺らしてい
ました。学校の勉強で田原祭の話を聞い
たり、お父さんが上げているのを見て、
ぼくも大きくなったら、担いでみたいと
思いました。

昔の祭の光景が甦った夜店勇壮な神輿巡行　継承していきたい田原祭に夜店、大好き 大きくなったら担ぎたい

田原祭実行委員会
代表
永田茂嗣さん（68）

（立川）

大宮敬神会（若手担ぎ手）
会長
尾㟢智也さん（29）

（郷之口）

前夜祭に訪れた
橋本富美代さん（41）
隆之介くん（8）
ご家族（緑苑坂）

神幸祭を見に来ていた
田原小学校２年
吉岡侑泰くん（7）

（南）

田原小学校では毎年、２
年生が生活科で、神輿の
担ぎ手を講師に招き地域
の「田原祭」を学習。神
幸祭の見学もする。

平安時代に起源を持つ田原祭。一ノ宮、大宮、三ノ宮の３基の神
みこし

輿が郷
之口にある御

おたびしょ

旅所へ渡
とぎょ

御する神
しんこうさい

幸祭、御旅所から各社へ戻る還
かんこうさい

幸祭が、
10月８日、11日に行われ、担ぎ手たちが威勢のいい掛け声を響かせた。
夜店復活をはじめ、新たな試みがあった今年。例年以上の盛り上がりを
見せた祭の可能性にも迫った。
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復
活
だ
。

　
約
20
年
前
ま
で
、
郷
之
口
の
本

町
通
り
に
は
所
せ
ま
し
と
露
店

が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
の
数
は

年
々
減
り
、
５
年
前
に
２
店
あ
っ

た
の
を
最
後
に
、
そ
の
翌
年
か
ら

姿
を
消
し
た
。

　

今
年
の
還
幸
祭
の
前
夜
、
11
の

夜
店
が
並
ん
だ
御
旅
所
は
、
多
く

の
家
族
連
れ
ら
で
賑
わ
っ
た
。
各

店
の
運
営
は
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
ら
が
担
っ
た
。
わ

た
あ
め
、
輪
投
げ
に
金
魚
す
く
い

―
。
各
店
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

と
笑
顔
で
溢
れ
、
大
人
た
ち
は
夜

店
が
本
町
通
り
に
並
ん
で
い
た
昔

に
思
い
を
は
せ
た
。

　
近
年
、
就
業
形
態
や
少
子
化
が

原
因
で
、
神
輿
の
担
ぎ
手
が
集
ま

り
に
く
い
。
特
に
、
平
日
に
行
わ

れ
る
神
幸
祭
で
は
、
神
輿
を
上
げ

る
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
祭

に
必
要
な
賑
わ
い
が
消
失
し
つ
つ

あ
り
、
雰
囲
気
の
盛
り
上
げ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

田原祭は平安中期、藤原藤太秀郷が平将門を滅ぼし
た功績で田原郷の領主になったのを祝って、村人が
神輿を担いだのが始まりとされる。その姿を少しず
つ変え、今も地域が一体となって引き継がれている。
３神社から神輿が出るため三社祭ともいう。

【写真】㊨晴天に恵まれた神幸祭（本町橋）。㊧威勢轟
とどろ

かす
乗り手。担ぎ上げは乗り手の一言から始まる。

４）多くの人が心待ちにして
いた夜店が復活。５）「たこ
せんめっちゃうまい」。６）
入りそうで入らない輪投げ。
みんな真剣。７）長蛇の列が
できていたわたあめ。「はや
く食べたい」。８）開始30分
で完売したあてもの。その後
の２時間余り、特技のバルー
ンアートで子どもたちをもて
なした。

１）神幸祭を見に来ていた保育
園児は、担ぎ手に神輿に乗せて
もらっていた。２）勇ましい担
ぎ手の姿に熱視線を送る田原小
の２年生たち。３）すれ違いざ
まタッチでエールを送った。

1

2

34

5

67

8

若
い
担
ぎ
手
た
ち
の

思
い
と
誇
り

人
や
地
域
を
つ
な
ぐ
祭

ふ
る
さ
と
を
は
ぐ
く
む
力
に

　
神
幸
祭
の
巡
行
に
つ
い
て
も
議

論
さ
れ
た
。
担
ぎ
手
ら
の
負
担
軽

減
と
、
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め

縮
小
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見

と
、今
ま
で
ど
お
り
と
い
う
意
見
に

分
か
れ
た
。後
者
に
は
、受
け
継
が

れ
る
担
ぎ
手
と
し
て
の
思
い
や
誇

り
が
あ
っ
た
。今
年
の
神
幸
祭
は
、

例
年
ど
お
り
と
な
っ
た
。
若
い
担

ぎ
手
た
ち
は
今
年
、
祭
の
Ｐ
Ｒ

や
担
ぎ
手
募
集
に
力
を
入
れ
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報
発
信
し

た
り
、独
自
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
掲
示

し
た
。
神
幸
祭
に
は
昨
年
よ
り
約

40
人
多
い
担
ぎ
手
が
集
ま
っ
た
。

 

こ
ん
な
危
機
感
か
ら
昨
年
、
地

域
住
民
や
神
社
関
係
者
、
担
ぎ
手

ら
に
よ
る
田
原
祭
検
討
会
が
設
け

ら
れ
た
。
７
０
０
年
続
く
郷
土
の

伝
統
行
事
。
文
化
や
神
事
と
し
て

残
す
べ
き
と
こ
ろ
は
残
し
、
今
に

適
し
た
最
善
の
方
法
で
開
催
す
る

に
は
ど
う
す
べ
き
か
。
協
議
が
重

ね
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
出
さ
れ
た

試
み
の
一
つ
が
、
前
夜
祭
の
開
催

だ
っ
た
。

　
綿
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
田

原
祭
。
携
わ
っ
て
き
た
人
々
の
想

い
を
大
切
に
、
今
も
地
域
に
根
ざ

し
て
、
未
来
へ
伝
え
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
懐
か
し
い
光
景
が
、
地
域
住
民

が
大
切
に
育
て
て
き
た
、
郷
土
へ

の
思
い
を
呼
び
起
こ
す
。
今
の
子

ど
も
た
ち
が
、
祭
を
楽
し
む
と
い

う
こ
と
は
、
祭
に
関
わ
る
人
の
裾

野
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
郷
土

を
愛
す
る
人
を
育
む
こ
と
に
も
な

る
は
ず
だ
。

９）還幸祭。御旅所を舞台に京都府無形文
化財に指定されている舞物が奉納された。
舞物の一つ、王鼻座の王ノ舞。10）舞奉
納後。田楽を披露した子どもは獅子舞に興
味津々。11）神輿出発まで、若衆と子若
は横に座って待機。「お父さん、がんばっ
て担ぐからな」。12）神輿が３基並ぶ郷ノ
口郵便局前。３基そろって威勢のいい掛け
声とともに神輿が上ると、辺りは担ぎ手や
見物客の熱気で溢れた。

13）神輿巡行の合間。懐かしい顔を見つけては思
い出話に花を咲かせていた。14）重さ１㌧以上も
ある神輿を豪快に担いで練り歩く。15）担ぎ手が
多かった今年。神輿が上った回数は、例年よりかな
り多かった。16）後援会のメンバーが、若い担ぎ
手をしっかりサポート。年齢が倍ほど違う担ぎ手も
いた。17）巡行路沿い民家の敷地。家人が用意し
てくれたイスに腰かける見物客ら。お茶なども振る
舞われ、ゆっくりとした時間を楽しんでいた。

910

1112

1315

14

16 

17 
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子 育 て 支 援
センター事業

11月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」。
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：30 ～午後４：00
子育てに関する相談も受け付けています。

November 2015 08

来
年
度（
平
成
28
年
４
月
以
降
）

の
電
気
柵
等
設
置
補
助
要
望
の

受
付

暮らしの

情報
■問＝問合せ先　■申＝申込先

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

１ 　 ２ 　 ３ 　 ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７

８ 　 ９　 10　 11　 12　 13　 14

15　 16　 17　 18　 19　 20　 21

22　 23　 24　 25　 26　 27　 28

29　 30

11月

広報うじたわら 平成27年11月号09

募
　
集

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
農
林
業
者

が
ま
と
ま
っ
て
電
気
柵
等
を
設

置
す
る
場
合
、
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
平
成
28

年
度
（
平
成
28
年
４
月
以
降
）

の
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
府
補
助
制
度
】

対
象　

農
林
業
者
が
組
織
す
る

団
体
（
３
戸
以
上
）

補
助
内
容　

常
設
防
護
柵
の
資
材

購
入
費
の
一
部

※
防
護
柵
の
購
入
・
設
置
は
、

補
助
金
の
決
定
後
（
平
成
28

年
秋
以
降
）
に
な
り
ま
す
。

【
町
補
助
制
度
】

対
象　

農
林
業
者
が
組
織
す
る

団
体
（
３
戸
以
上
・
事
業
費
10

万
円
以
上
・
面
積
10
ａ
以
上
）

※
農
振
農
用
地
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
地
に
設
置
す
る
場
合

は
、
１
戸
か
ら
申
請
可

補
助
率　

事
業
費
の
20
％
以
内

（
上
限
50
万
円
）

共
通
事
項

申
込
締
切　

11
月
27
日
（
金
）

■問
・
■申
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

学
校
給
食「
茶
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
」

試
食
会

　

お
茶
を
使
っ
た
献
立
「
茶
ッ

ピ
ー
ラ
ン
チ
」の
試
食
会
で
す
。

給
食
や
子
ど
も
の
食
育
を
考
え

る
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
13
日
（
金
）
午
後

０
時
30
分
～
１
時
30
分

場
所　

学
校
給
食
共
同
調
理
場

２
階
会
議
室
（
緑
苑
坂
）

献
立　

煎
茶
の
ご
は
ん
、
お
茶

の
ふ
り
か
け
、
牛
乳
、
高
野
豆

腐
の
甘
酢
あ
ん
、
か
き
卵
汁

対
象　

町
内
在
住
者

定
員　

先
着
10
人

試
食
代　

２
７
０
円

申
込
締
切　

11
月
６
日
（
金
）

■問
・
■申
学
校
給
食
共
同
調
理
場

（
☎
８
８-

２
２
５
５
）

第
５
回
宇
治
田
原
も
の
し
り

検
定
（
上
級
）
受
験
者
募
集

日
時　

11
月
29
日
（
日
）
午
前

10
時
15
分
～
11
時
30
分

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

受
験
資
格　

中
級
合
格
者
な
ど

申
込
締
切　

11
月
13
日
（
金
）

申
込
み　

要
項
に
添
付
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
持

参要
項
、問
題
集　

役
場
等
で
配
布
、

町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

保
育
ル
ー
ム　

11
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
予
約

■問
・
■申
宇
治
田
原
も
の
し
り
検

定
実
行
委
員
会
事
務
局（
企
画
・

財
政
課
内
☎
８
８-

６
６
３
２
・

FAX
８
８-

３
２
３
１
・
〒
６
１

０-

０
２
８
９
荒
木
西
出
10
・

Ｅ
メ
ー
ル kikakuseisaku@

tow
n.ujitaw

ara.kyoto.jp

）

自
衛
隊
員
募
集

募
集
種
目
と
資
格

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
推
薦
）
＝
男
子
で
中

卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満

　

学
校
長
の
推
薦
必
要

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
一
般
）
＝
男
子
で
中

卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満

申
込
締
切　

①
＝
12
月
４
日（
金
）

②
＝
平
成
28
年
１
月
８
日（
金
）

■問
・
■申
宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４-

７
１
３
９
）

日
本
最
古
の
道
を
歩
く

山
の
辺
の
道
ハ
イ
キ
ン
グ

　

今
年
の
体
振
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

歴
史
街
道
、
奈
良
県
の
「
山
の

辺
の
道
」
に
出
か
け
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
（
土
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
少
雨

決
行
）

発
着　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

対
象　

小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
者

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

参
加
料　

▼
一
般
＝
１
千
円
▼

小
学
生
＝
５
０
０
円

定
員　

先
着
40
人

持
ち
物　

水
筒
、
雨
具
、
タ
オ
ル

申
込
締
切　

11
月
12
日
（
木
）

■問
・
■申
体
育
振
興
会
事
務
局（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

相
　
談

身
体
障
が
い
者
相
談

日
時　

整
形
外
科
＝
11
月
４
・

11
・
18
・
25
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、
施

設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

　食 改の窓　食を通じた健康管理
No.176　冬瓜と椎茸のサラダ

（１人分） エネルギー 218kcal　蛋白質 6.5ｇ　脂質 14.5ｇ　カルシウム 243mg　塩分 1.4ｇ

 今月の食改さん

松本　雅代さん
 第４班（立川）

冬瓜をサラダにして
みました。その他お
好みの野菜、お好み
のドレッシングでも
ためしてみて下さい。

１ 冬瓜は巾1㎝くらいの薄切り
にして塩茹でにする。

２ 人参も薄切りにしてレンジで
加熱する。

３ 水菜は3㎝くらいに切る。

４ 椎茸と玉ねぎを薄切りにして、
サラダ油で炒めて、塩・こしょ
うする。

５ ④にＡの調味料を合わせて野
菜と一緒に食べる。

冬瓜は95％以上が水分でカリウムを多く
含み高血圧予防につながります。

材　料

冬瓜…300g
人参…60g
水菜…60g
玉ねぎ…160g
椎茸…200g
塩・こしょう…少々
サラダ油…大さじ2
　　酢…大さじ4
　　ねりごま…大さじ4Ａ　　砂糖…大さじ2
　　しょうゆ…大さじ2

（4人分）
作り方

■問社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094

協力　各区・自治会

心
第32回

をつなぐ福祉バザー
今年も商工祭会場で福祉バザーを開催します。
お値打ち品が目白押し。皆様のご来場をお待ちしています。

　ご家庭よりたくさんの物品をご提供いただき、
ありがとうございました。収益金は、町社会福祉協
議会が取り組む「地域福祉の推進」「ボランティ
ア活動の振興」に活用させていただきます。

日時　11月3日　火　祝
　　　午後１時30分～（開場▶１時20分）

場所　　維孝館中学校体育館

■問地域子育て支援センター ☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

日 月 火 水 木 金 土
１

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

７

８ 14

15

13121110９

21

22

2019

2827262423

６５４３

1716

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんや７か月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８か月から１才半くらいまでの親子

25

18

今月の
保健・予防日程

乳児健康診査　　［対象］生後３～５か月
　13日㊎　午後１時～１時30分受付
離乳食教室○予 　　［対象］生後４～７か月
　18日㊌　午前10時～12時
幼児健康診査　　［対象］生後１歳６～９か月
　20日㊎　午後１時～１時30分受付
乳幼児身体計測○予 　　［対象］小学校就学前まで
　13日㊎、20日㊎　午後２時30分～３時
一般・乳幼児健康相談○予 　　［対象］全年齢
　10日㊋　午前９時30分～11時30分

＊いずれも保健センター
○予 ＝要予約

子育てサークル活動日
たんぽっぽサークル　　13日㊎ 10：00～　住民体育館
わらべうたサークル　　20日㊎ 10：30～　みんなの家
ママ＇sアクション　６日㊎、25日㊌ 10：30～　みんなの家

２

今月の
元気はつらつ！若返り塾

■問 ･■申 在宅介護支援センター ☎88－5784

おやじエクササイズ
６日㊎、20日㊎【午前】　総合文化センター

高尾公民館　　10日㊋【午後】
郷之口会館　　５日㊍【午後】
銘城台自治会館　　19日㊍【午前】
荒木（やすらぎ荘）　５日㊍、17日㊋【午前】
南公民館　　19日㊍【午後】
岩山会館　　26日㊍【午前】
緑苑坂自治会館　　13日㊎【午前】
禅定寺会館　　27日㊎【午前】
立川公民館　　12日㊍【午前】
湯屋谷会館　　11日㊌【午前】
奥山田会館　　17日㊋【午後】

＊【午前】＝午前10時～正午
　【午後】＝午後 ２ 時～４時

ふれ合いあそび

ベビーマッサージ 子育て座談会

わらべうたマイブックを作ろう

10：00～11：30

10：00～11：30 10：00～正午

10：00～正午10：00～正午

10：00～正午10：00～正午

10：00～正午

10：00～正午

子育て支援センター

子育て支援センター 緑苑坂自治会館

みんなの家子育て支援センター

銘城台自治会館子育て支援センター

子育て支援センター

子育て支援センター

まいまい
ヨチヨチ広場

まいまい
ネンネ広場

まいまい
おでかけ広場

まいまい
おでかけ広場

まいまい
工作広場

まいまい
おでかけ広場子育て講座

子育て講座

子育て講座

園庭開放

10：00～11：30
保育所

雨天中止

10：00～正午
みんなの家禅定寺会館

まいまい
おでかけ広場

お茶教室

29 30

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　９日（月）13：00～15：00
　子育て支援センター

子育てサービス利用支援相談窓口
平日　8：30～17：15

※6日（金）・12日（木）・18日（水）
25日（水）は休み　　　　　

文化の日

勤労感謝の日

10：00～正午

10：00～11：30
保育所ホール
保育所園庭

まいまい
おでかけ広場

パパとあそぼう！
園庭開放

ふれ合いあそび

ふれ合いあそび

ボールあそび
絵本の読み聞かせ

トリプルＰ
（予約制）

トリプルＰ
（予約制）

トリプルＰ
（予約制）

10：00～11：30
保育所ホール

まいまい
あそびの広場

リトミック
11月生まれお誕生会

　　お子様と一緒に
お抹茶とお菓子を頂きま
しょう。お抹茶もたてら
れるようになりますよ。
予約制（参加費 200円）。

読み聞かせにおススメ本
秋の夜長、ひざの上にお子さんを乗せて、絵本を楽しみま
せんか。子どもの手の届くところに本を置いたり、添い寝
をしながら本を読んであげると、本好きな子に育ちます。

　　赤井登美子
先生と一緒に、パ
パ・ママとふれ合っ
　て遊びましょう

books

あかちゃんの
あそびえほん 
しかけがあり、楽しみながら
しつけができます。全10冊

はらぺこあおむし
あおむし君は、毎日いっぱい
食べてぐんぐん大きくなって、
何になるのでしょうか。

きれいなはこ
落ちていたきれいな箱。見つ
けたのはだ～れ？わたし・ぼく、
けんかになり、とうとう２人は・・・。

ぐりとぐら
森の中で見つけた大きなた
まご。でも大きすぎて運べま
せん。どうしようかな。全７冊

わにわにのおふろ
わには、おふろが
大好き。何をして
あそぶのかな。

0～1歳
向け

2～3歳
向け

0～1歳
向け

3～4歳
向け

0～1歳
向け

2～3歳
向け

もこもこもこ
しーん・もこ・もこもこ・
にょき。あれっ、いっ
たい何になるのかな。

■問 保健センター ☎88－6636
保健センターだより

Health　center

みんなで予防「インフルエンザ」
これからの時期、毎年多くの方が感染してしまうインフルエンザ。
みんなの「かからない」と「うつさない」がとても大切です。

毎年、10人に１人が感染、１万人が死亡

　インフルエンザの感染力は非常に強く、日本では
毎年約１千万人が感染し、重症化して死に至る人は
毎年１万人と言われています。これから感染者が増
え、１月～２月にピークを迎えます。

インフルエンザと風邪の症状の違い

　38℃以上の急な発熱をはじめ。咳、のどの痛み、
全身の倦怠感や関節の痛みなどの全身の症状が特徴
です。これに対し風邪は、鼻水やのどの痛みなど局
所の症状が表れます。インフルエンザは、気管支炎
や肺炎を併発しやすく、重症化すると脳炎や心不全
を起こすこともあり、体力のない高齢者や乳幼児な
どは命にかかわることもあります。

２つ感染経路

　感染経路は飛沫感染と接触感染の２つ。飛沫感染
は、感染者の咳から飛んだ飛沫（小さな水滴）に含
まれるウイルスを、別の人が口や鼻から吸い込んで
起こる感染。接触感染は、ドアノブなどについたウ
イルスを触った手で。鼻や口に触れることで起こり
ます。

インフルエンザにうつらないために

　２つの感染経路を断つことが大事です。手洗いや

うがいを励行しましょう。アルコー
ルを含んだ消毒液で手を消毒する
とさらに効果的です。
普段から、栄養と睡眠
を十分にとり抵抗力を
高めておくことで、
発症を防ぐ効果もあります。

予防接種のススメ

　予防接種は発症する可能性を減らし、もし発症し
ても重症化を防ぎます。流行するウイルスの型は年
によって変わります。なお、今年接種されるワクチ
ンは、近年の流行ウイルスに合わせて、変更されて
います。毎年、予防接種を受けることをおススメし
ます。また、保健センターでは現在、高齢者インフ
ルエンザ予防接種、乳幼児インフルエンザ予防接種
の申請を受付中。詳細は保健センターまで。

●高齢者と乳幼児の予防接種

高齢者 乳幼児

対象

・65歳以上の方
・心臓・腎臓・呼吸器
　機能障がい（１級）の
　ある60歳以上の方

・生後６か月～小学校
　入学前の乳幼児

費用
（助成額）

１千円 接種費用の１／２ 　
（上限２千円）

＊生活保護・住民税非課税の世帯は免除
回数 １回 ２回

Ujitawara		Town		Topics	

みんなでまちも心もきれいに
秋のクリーンキャンペーン

宗円翁偲
しの

び「茶まつり」
緑茶の可能性　探究誓う

　町内全域で行われたクリーンキャンペーン。湯屋
谷地区でも午前８時30分から行われました。湯屋
谷会館に集った50人以上の参加者は、工業団地方
向とローソン方向に分かれてごみ拾い。以前に比べ
て、ポイ捨てされているごみの量は少なくなってい
ます。ただ、たばこの吸い殻は、相変わらず多くあ
りました。しっかりマナーを守ってほしいものです。

　郷之口の「永
ながたにおう

谷翁之
の

碑
ひ

」前で、江戸中期に青製
煎茶製法を考案した永谷宗円（1681～1778）の
遺徳を偲ぶ「茶まつり」が執り行われました。約
30人の茶業関係者らが参列。献茶の儀に続き、町
茶盛組合の辻井基博組合長が、「宇治茶生産の景観
を世界文化遺産に登録しようと目指しており、緑
茶には、まだまだ可能性が秘められています。今、
私たちに求められているのは、新しい緑茶文化を
創り、新しい伝統として根付かせていこうとする
気概です。宇治田原の未来の茶業の未来のために
全力を尽くすことを誓います」と祭文を読み上げ
ました。

　〈広報モニター（湯屋谷）浅田美幸さん〉

９／　20

10　／　1
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ス
ポ
ー
ツ

第
２
回
お
茶
の
里
う
じ
た
わ
ら

マ
ラ
ソ
ン

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

お
茶
の
郷
路
を
爽
快
に
走
り

抜
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
15
分
～
（
雨
天
決
行
）

発
着　

Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
町
支
店

コ
ー
ス

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
１
・
８
㌔

・
軽
快
コ
ー
ス
４
・
５
㌔

・
健
脚
コ
ー
ス
10
㌔

参
加
料　

▼
一
般
＝
１
千
５
百
円

▼
小
・
中
学
生
＝
１
千
円
▼
親

子
＝
２
千
円

申
込
締
切　

11
月
11
日
（
水
）

■問
・
■申
体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

日
時　

11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
商

工
祭
会
場
内
）

※
雨
天
時
は
住
民
体
育
館

内
容　

①
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
②
ス

ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
③
ペ
タ
ン

ク
④
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
９
⑤
囲

碁
ボ
ー
ル
⑥
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー

ほ
か

協
力　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

■問
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４
５

６
７
）

講
　
座

食
の
介
護
講
座

今
か
ら
始
め
る
減
塩
生
活

　

塩
分
を
取
り
過
ぎ
る
と
高
血

圧
に
な
り
、
脳
血
管
の
病
気
や

心
臓
病
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
が
原
因
で
介
護
状
態
に
な

る
方
も
多
く
い
ま
す
。
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
、
減
塩
で
介
護
予

防
を
め
ざ
す
講
座
で
す
。

日
時　

12
月
１
日
（
火
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

高
血
圧
予
防
と
介
護
予
防
、

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
と
調
理

対
象　

町
内
在
住
の
高
齢
者
に

食
事
を
作
っ
て
い
る
方
、
高
齢

者
の
減
塩
食
に
興
味
の
あ
る
方

定
員　

先
着
15
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
お
家
の
味
噌
汁
（
約

１
０
０
㏄
）

申
込
締
切　

11
月
24
日
（
火
）

■問
・
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-

３
７
１
９
）

食
育
教
室

昼
食
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

日
時　

12
月
19
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午

場
所　

維
孝
館
中
学
校
調
理
室

内
容　

お
か
ず
ク
レ
ー
プ
と
お

餅
の
カ
ナ
ッ
ペ
を
調
理

講
師　

ま
ち
の
名
人　

上
辻
容

子
さ
ん

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
生

定
員　

先
着
20
人

材
料
費　

２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、お
茶

申
込
期
間　

11
月
24
日
（
火
）
～

12
月
10
日
（
木
）

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

し
め
縄
づ
く
り
教
室

日
時　

12
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
３

内
容　

前
垂
れ
、
輪
飾
り
、
ご

ぼ
う
の
製
作

講
師　

ま
ち
の
名
人　

藤
井
譲

次
さ
ん

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

先
着
20
人

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み（
わ
ら
切
り
）、

エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込
締
切　

12
月
４
日
（
金
）

■問
・
■申
教
育
育
委
員
会
教
育
課

（
☎
８
８-

５
８
５
０
）

お
知
ら
せ

第
７
回
人
権
の
つ
ど
い

日
時　

12
月
６
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

▼
講
演
会
▽
講
師
＝
吉
冨

康
成
さ
ん
（
京
都
府
立
大
学
大

学
院
教
授
）
ほ
か
▼
人
権
標
語

入
選
者
表
彰
▼
行
政
・
人
権
相

談
▼
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
、
人

権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展

※
手
話
通
訳
が
必
要
な
場
合
は
、

11
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
は
要
約
筆
記
も
し
ま
す
。

■問
・
■申
総
務
課
（
☎
８
８-

６
６

３
１
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

臨
時
福
祉
給
付
金

　

11
月
11
日
～
17
日
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」で
す
。
期
間
中
、

町
内
の
小
学
生
が
描
い
た
「
税

に
関
す
る
絵
画
」
を
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

　

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
も
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
税
を
身

近
に
感
じ
、
理
解
を
深
め
て
く

だ
さ
い
。

■問
宇
治
税
務
署
（
☎
４
４-

４
１

４
１
）

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

送
付
の
な
い
方
で
も
給
付
の
対

象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
27
年
度
の
住
民
税

（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
方

給
付
額　

１
人
６
千
円

申
請
締
切　

平
成
28
年
２
月
29

日
（
月
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
）

モニター通信

広報モニター
石倉　忠夫さん（緑苑坂）

秋
空
の
も
と
、
ふ
と
考
え

た
こ
と

 

昨
日
、
我
が
家
で
最
後

　
　
　

に
な
る
宇
治
田
原
小

学
校
運
動
会
に
行
っ
て
き
た
。

前
日
の
空
模
様
か
ら
し
て
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
運
動

会
日
和
と
な
っ
た
。

　

１
年
生
の
徒
競
走
を
見
て

い
る
と
、
長
女
が
運
動
会
に

初
め
て
出
場
し
た
光
景
が
よ

み
が
え
っ
て
き
た
。
月
並
み

で
あ
る
が
、
自
分
の
子
ど
も

た
ち
も
幼
く
可
愛
ら
し
い
時

期
が
あ
っ
た
の
だ
な
と
し
み

じ
み
感
じ
て
い
た
。
時
の
流

れ
の
早
さ
に
驚
い
て
し
ま
っ

た
（
我
が
頭
も
薄
く
な
っ
て

く
る
わ
け
だ
）。

　

考
え
て
み
れ
ば
緑
苑
坂
に

引
っ
越
し
て
き
て
15
年
。引
っ

越
し
て
き
た
当
時
は
家
が
み

る
み
る
う
ち
に
増
え
る
状
況

で
、
幸
運
に
も
ご
近
所
さ
ん

は
同
世
代
の
ご
家
庭
が
多
か
っ

た
。
親
戚
も
知
人
も
い
な
い

我
が
家
に
し
て
み
れ
ば
馴
染

み
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と

思
う
。
今
で
も
近
所
の
皆
さ

ん
と
は
事
あ
る
ご
と
に
集
ま

り
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
換

を
し
た
り
、
時
に
は
相
談
事

に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し

て
い
る
（
遠
く
の
親
戚
よ

り
、
近
く
の
何
と
か
と
は
よ

く
言
っ
た
も
の
だ
）。
話
の

中
心
は
や
は
り
子
ど
も
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
も
、

当
然
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
幼
稚
園
や
保
育
園
、
学

校
の
話
か
ら
部
活
、
進
学
、

就
職
の
話
。
つ
い
に
先
日
は

彼
氏
・
彼
女
、
結
婚
、
実
家
、

親
の
介
護
の
話
ま
で
出
る
よ

う
に
な
っ
た
。
孫
、
退
職
、

老
後
…
の
話
が
出
る
の
も
時

間
の
問
題
だ
ろ
う
。

　

最
近
、
長
男
が
反
抗
期
に

突
入
し
た
の
か
、
親
に
対
す

る
態
度
が
変
わ
り
始
め
、
生

意
気
な
奴
だ
と
腹
立
た
し
く

思
う
日
が
続
い
て
い
た
。
し

か
し
、
運
動
会
で
は
長
男
が

家
で
は
見
せ
な
い
一
所
懸
命

な
表
情
や
仲
間
と
協
力
し
合

う
行
動
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　

子
の
成
長
を
感
じ
る
と
同

時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

に
育
て
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
（
感
謝
！
親
も
成
長
し
な

け
れ
ば
）。
秋
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
気
づ
か
せ
考
え

さ
せ
て
く
れ
る
季
節
で
あ

る
。

第
25
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
　
瑞
宝
単
光
章

　
　
　
　
　
　

防
衛
功
労
　
　

大
　
谷
　
太
　
一
さ
ん

広報うじたわら 平成27年11月号11

■問 町立図書館　☎88－5852図 書 館 だ よ り

休館日　毎週火曜日
　10・17・24日（火曜日）
　4日（水・振替休館）
　23日（月・文化センター臨時休館）
　26日（木・館内整理日）
おはなし会
　14日（土） 11：00～
　28日（土） 11：00～

今月の予定

第
16
回
京
都
府
障
害
者
の
つ
ど
い

誰
も
が
住
み
や
す
い
社
会
へ

入
札
参
加
資
格
審
査
の
受
付
（
平

成
28
・
29
年
度
分
）

事
業
主
の
皆
さ
ん　

労
働
保
険

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

日
時　

11
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　

八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

障
が
い
者
の
体
験
発
表
、

障
が
い
者
サ
ー
ク
ル
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
福
祉
作
業
所
の
製
品
販

売
や
福
祉
機
器
の
展
示
、
自
立

更
生
・
援
護
功
労
の
表
彰
な
ど

※
本
町
か
ら
の
参
加
者
が
、
体

験
発
表
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

し
ま
す
。

■問
府
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
７
５-

２
５
１-

６
４
５
４
）

　

町
が
平
成
28
・
29
年
度
に
発

注
す
る
、
物
品
や
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
「
入
札
等
参
加
資
格
審

査
申
請
」
を
受
け
付
け
ま
す
。

現
在
参
加
資
格
の
あ
る
方
も
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

日
時　

11
月
13
日
（
金
）
～
30

日
（
月
）
午
前
９
時
～
正
午
／

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場
所　

役
場
２
階
第
２
会
議
室

※
申
請
書
は
、
企
画
・
財
政
課

に
備
付
け
、
町
Ｈ
Ｐ
掲
載

有
効
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日

～
平
成
30
年
３
月
31
日

■問
・
■申
企
画
・
財
政
課（
☎
８
８-

６
６
３
２
）

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
）
は
、
労
働
災
害
や
失

業
の
際
に
給
付
等
を
行
い
、
労

働
者
の
福
祉
を
増
進
す
る
制
度

で
す
。
労
働
保
険
は
政
府
が
運

営
す
る
強
制
保
険
で
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、

事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■問
京
都
労
働
局
（
☎
０
７
５-

２

４
１-

３
２
１
３
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
拡
大

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
期
間

は
８
年
で
す
。
今
年
度
で
期
限

が
切
れ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
に
、
町
が
委
託
し
た
業
者

が
伺
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
事

前
に
通
知
し
ま
す
。

　

円
滑
に
作
業
で
き
る
よ
う
、

水
道
メ
ー
タ
ー
周
辺
に
植
木
鉢

を
置
い
た
り
、
犬
を
つ
な
い
だ

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
作
業

中
は
一
時
的
な
断
水
な
ど
で
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

　

大
字
岩
山
、立
川
地
区
内
で
、

公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
供

用
開
始
区
域
が
９
月
30
日
に
拡

大
。
こ
の
区
域
の
方
は
、
３
年

以
内
に
下
水
道
に
接
続
す
る
工

事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
区
域
の
図
面
は
、
郷
之

口
末
田
の
上
下
水
道
庁
舎
内
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

「
プ
ラ
マ
ー
ク
」

汚
れ
て
い
れ
ば
燃
や
す
ご
み
へ

　

食
べ
物
な
ど
の
汚
れ
が
残
っ

た
「
プ
ラ
マ
ー
ク
容
器
包
装
物
」

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
き
れ
い
な
プ
ラ

マ
ー
ク
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。

「
汚
れ
」
判
断
の
ポ
イ
ン
ト

①
中
身
を
使
い
切
り
、
洗
う
な

ど
し
て
「
き
れ
い
な
も
の
」

を
「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
へ
。
見

た
目
で
汚
れ
が
落
ち
て
い
れ

ば
大
丈
夫
で
す
。

②
汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の
は

「
燃
や
す
ご
み
」
へ
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

指
名
手
配
者
検
挙
に
ご
協
力
を

　

凶
悪
事
件
の
重
要
指
名
手
配

被
疑
者
な
ど
、
全
国
の
警
察
か

ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

８
月
末
で
７
２
０
人
に
上
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
凶
悪
事

件
を
再
び
犯
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
全
国
の
警
察
で
は
11
月
、

重
大
犯
罪
の
被
疑
者
を
、
総
力

を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
し
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
似
た
人

を
見
た
な
ど
、
わ
ず
か
な
情
報

で
も
、通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
田
辺
警
察
署
（
☎
６
３-

０
１

１
０
）

文
化
協
会
設
立
20
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

11
月
21
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
さ

ざ
ん
か
ホ
ー
ル
（
無
料
）

出
演　

▼
セ
シ
リ
ア 

シ
ン
ガ
ー

ズ
（
女
性
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

グ
ル
ー
プ
）
▼
女
声
合
唱
団

コ
ー
ル
・
エ
ミ
ュ
と
シ
ル
バ
ー

コ
ー
ラ
ス
緑
の
合
唱
▼
和
太
鼓

サ
ー
ク
ル
萌
な
ど

■問
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
教
育
課
内
☎
８
８-

５
８
５
０
）

文
化
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館

今
月
23
日
に
臨
時
休
館

高
校
通
学
費
補
助

定
期
の
写
し
を
忘
れ
ず

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
電

気
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
伴
い
、
同

セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
を
11
月
23

日
（
月
・
祝
）、
臨
時
休
館
し

ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

　

町
内
に
在
住
し
、
高
校
等
に

通
学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者

に
、
通
学
費
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
、
定
期
券
で

通
学
し
て
い
る
方
の
補
助
率
を

引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

来
年
３
月
の
申
請
の
際
、
ご

使
用
の「
通
学
定
期
の
写
し（
各

学
期
・
月
分
）」
が
必
要
で
す
。

定
期
の
写
し
が
な
い
と
、
そ
の

間
の
補
助
率
は
低
く
な
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
は
、
本
紙
２
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
図
鑑

北
岡
明
佳	

監
修

　

人
間
の
目
の
仕
組
み
を

巧
み
に
利
用
し
、
人
を
驚

か
し
た
り
、
楽
し
ま
せ
た

り
す
る
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
。

古
く
か
ら
建
築
や
芸
術
に

も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

人
間
の
脳
は
複
雑
で
高

性
能
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え

少
し
し
か
け
を
す
る
こ
と

で
、
簡
単
に
だ
ま
さ
れ
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。

　

家
族
で
だ
ま
さ
れ
な
が

ら
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
ほ

し
い
一
冊
で
す
。

世
界
一
美
し
い
錯
視
ア
ー
ト

北
岡
明
佳	

著

　

錯
視
と
は
、
見
え
た
も

の
と
本
来
の
も
の
と
の
ズ

レ
の
こ
と
で
す
。

　

じ
っ
と
眺
め
る
と
、
動

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

り
違
う
色
が
現
れ
て
き
た

り
、
皆
さ
ん
も
そ
ん
な
絵

を
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
英

語
で
イ
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
も

い
う
、
こ
の
芸
術
。
お
も

し
ろ
く
美
し
い
作
品
が
こ

ん
な
に
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、
皆
さ
ん
を

不
思
議
な
世
界
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
く
れ
ぐ
れ
も
目
ま
い

に
は
、
ご
注
意
を
！

Information from Town’s library
Gathering＆ Rules

好評開催中

みんなが気持ちよく利用できるように

「絵本のじかん」交流会

ルールとマナーのお願い

・日時　11月26日■木 （館内整理日）
　　　　午前10時～
・場所　図書館内

◉図書館の資料はみんなのものです。大切に扱
いましょう。特に水濡れにはご注意ください。

◉館内での飲食や携帯電話のご使用はご遠慮
ください。

＊どなたでもご自由に参加できます。

１人に１つ
　マイナンバー

マイナンバー制度の開始に便乗して、不
正な勧誘や口座番号などの個人情報の聞
き出し事件が全国で発生しています。

次の電話やメール、手紙、訪問にご注意を。
▶「マイナンバー制度のアンケートをして

います。家族構成を教えてください」▶「安全対策のため、
あなたのマイナンバーを管理します」▶「あなたのマイ
ナンバーを貸してください」

　国や自治体の職員が、マイナンバーの通知や利用の手
続きを理由に、電話や訪問で個人情報を聞き取ることは
ありません。自分のマイナンバーや個人情報は絶対に教
えないでください。マイナンバーの利用は、社会保障・税・
災害対策の行政手続に限定されています。また、１人で
対応せずに、警察へ110番するか相談しましょう。

　10月から始まったマイナンバー制度。事業者の皆さん
は、従業員の健康保険や厚生年金の手続き、源泉徴収票
の作成などで、従業員のマイナンバーを収集する必要が
あります。さらに、その情報を、保管から破棄まで適切
に取り扱うことが求められています。詳細は、町ＨＰや
国のマイナンバーポータルサイトをご覧ください。

【各相談窓口】
■内閣府マイナンバー専用コールセンター☎0570－20－0178

（一部ＩＰ電話等は050－3816－9405）■消費者ホットライ
ン☎188■警察相談専用☎＃9110

【マイナンバー対応セミナー】
　商工会が主催する事業者向けのセミナーです。
日時　11月16日（月）午後７時～９時
場所　商工センター　講師　税理士 永田健さん
定員　先着20人
申込み　商工会ＨＰから申込書をダウンロードしFAX

■問戸籍・保険課 ☎88－6634

■問企画・財政課 ☎88－6632
■申町商工会 ☎88－4180・FAX88－4678

注意!
マイナンバーに

便乗した

詐欺

事業者の皆さん
マイナンバーへの対応できていますか？

Ujitawara		Town		Topics	

スポーツの秋本番　町民体育大会
19年ぶり立川が優勝

威勢よく子どもみこし
奥山田天神社で秋まつり

　住民グラウンドで、第49回町民体育大会が開催
されました。「体力づくり・走ろう・跳ぼう・ワ
イワイと！」をテーマに町体育協会が主催。全12
種目に延べ2,000人以上が出場し、秋晴れのもと、
老若男女がスポーツの秋を満喫しました。支部対
抗は、立川支部が19年ぶりに優勝に輝きました。
　総合成績は次のとおり。①立川②奥山田③岩山
④禅定寺⑤湯屋谷⑥荒木・高尾⑦南⑧銘城台⑨郷
之口⑩緑苑坂

　奥山田天神社で秋まつりが営まれ、子どもみこ
しの巡行がありました。当日は境内に、里帰りや
区外の子どもを合わせ約20人が参集。かわいい担
ぎ手たちは、「ワッショイワッショイ」と威勢のい
い掛け声を上げながら集落を練り歩き、本格的な
実りの秋の到来を告げていました。

10　／　4

10　／　17
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■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

　子どものころ行った田原祭の夜店。
通りには、お面や当てもの、リンゴ
飴、綿がしなどの露店が並んでいまし
た。わくわくしながら訪れたのを覚え
ています。今年、田原祭の前夜祭に、
お旅所へ取材に行くと、心が躍りまし
た。やっぱり、会場の雰囲気がいいん
でしょうかね。子どもたちがたくさん
来ていて、本当に楽しそうでした。
　長い行列ができていたヨーヨー釣
り。事前に桶に用意されたヨーヨーで
は追いつかず、店番をされている女性
は、ヨーヨーに空気を入れる作業に必
死でした。そんな中でも笑顔で写真撮
影に応じていただけました。このほか
神輿巡行中も写真撮影で、おじゃま
だったと思います。取材へのご協力が
あってこその６・７ページです。ご協
力ありがとうございます。　　　（Ｋ）

第31回小・中学生主張大会 宇治田原町総合防災訓練

８人のメッセージ
じかに聞いてください

いつか、突然起こる
災害に今、備える

■問青少年対策協議会事務局（教育委員会教育課内 ☎88－5850） ■問総務課 ☎88－6631

　青少年が自分の思いや考えを、自分の
言葉で主張するこの大会。どなたでもご
入場いただけます。まちの未来を担う青
少年たちの訴えを直接、聞きにご来場く
ださい。当日は「第２回宇治田原ふるさ
と文化賞」の表彰式も行います。

　地震が発生することを想定した防災訓練を行います。高尾・郷之口・
荒木の自主防災会や消防団、町、宇治田原分署、自衛隊らが参加する実
践的な訓練です。

◉日時　11月14日土　午後１時30分～

◉場所　総合文化センターさざんかホール
◉発表者
・田原小学校　田村龍暉さん、福田理紗さん、曽束優斗さん
・宇治田原小学校　西出結喜さん、髙木沙紀さん、中野功太郎さん
・維孝館中学校　藤田こころさん、湯浅みれいさん

◉日時　11月8日日　午前８時30分～正午（小雨決行）

◉対象 　高尾、郷之口、荒木地区の方
　※集合時刻、場所、訓練内容は、各自主防災会にご確認ください。
◉場所　田原小学校

↓
昨
年
の
発
表
・
藤
井
千
尋
さ
ん

ご理解とご協力をお願いします

■訓練で、サイレンを吹鳴します。■緊急速報メール
（ＮＴＴドコモ、ソフトバンク、au）や防災・防犯情
報メール（登録制）を配信します。訓練対象でない方
へも送信されます。

秋はバスでエコな おでかけ
バス・エコファミリー
11月の　土 日 祝 は
大人１人分の運賃で
同伴の小学生以下２人まで 無料

　府内の路線バス（一部対象外）で、降車時
に「バス・エコファミリー」と言うかチラシ
を見せると、大人１人の運賃で同伴の小学生
以下２人までの運賃が無料になります。

↓
チ
ラ
シ
は
、
事
前
に
町
内
の

小
学
校
で
児
童
に
配
布
。役
場
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

■問企画・財政課 ☎88－6632

　「
宇　
治
田
原
を
食
べ
つ
く
す

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
馬

場
哉
代
表
）で
は
、「
お
茶
づ
け
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

11
月
中
、
開
催
し
ま
す
。
期
間

中
は
町
内
15
店
舗
で
、
ス
イ
ー

ツ
や
料
理
、
商
品
が
提
供
さ
れ

ま
す
。
昨
年
「
す
き
や
き
」
に

ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
の
第

２
弾
。
永
谷
宗
円
翁
の
子
孫
を

創
業
者
に
持
つ
、㈱
永
谷
園
が
、

翁
の
命
日
で
あ
る
５
月
17
日
を

「
お
茶
漬
け
の
日
」
に
登
録
し

た
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
で
、

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信

や
商
品
企
画
に
、
若
い
女
子
目

線
を
活
か
そ
う
と
協
力
し
た
の

が
、
奈
良
県
立
大
学
の
女
子
学

生
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
「
茶
恋

　
　
　
　
　
　
　

Ｇ
隊
（
ち
ゃ

れ
ん
じ
た
い
）」
で
す
。
茶
恋

Ｇ
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
８
月
頃
か

ら
順
次
、
店
舗
を
訪
れ
、
店
主

に
話
を
聞
き
な
が
ら
試
食
。
積

極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ

の
模
様
を
随
時
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
発
信
し
ま
し
た
。
茶
恋
Ｇ

隊
の
新
谷
恵
理
さ
ん
（
20
）
は

「
お
店
の
方
が
私
た
ち
の
意
見

を
聞
い
て
く
れ
て
、
お
役
に
立

て
て
う
れ
し
い
。
自
分
た
ち
自

身
が
、
食
べ
た
い
買
い
た
い
と

思
う
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
な
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
、
来
て
ほ
し

い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

まちにある、さまざまな協働のカタチ。そんな協働のまちづくりに汗を流す皆さんの活動や取組
を紹介するのがコラボスタイルです。

11月は町内15店舗でお茶づけづくし
宇治田原を食べつくすプロジェクト×茶

ち ゃ れ ん じ

恋Ｇ隊
たい

↑全体試食会でお披露目されたメ
ニューを確認する茶恋Ｇ隊。自分
たちのアイデアが取り入れられた
メニューを見て、自然と笑みがこ
ぼれた。彼女たちの活躍はフェイ
スブックでも見られる。

↑店舗やメニュー
情報は、宇治田原
食べつくすHP（http:
//www.ujitawara-
tabetsukusu.com/）
をご覧ください。

協働のカタチ

神田　八
や

尋
ひろ

ちゃん （5歳）

品田　來
らい

輝
き

ちゃん （7歳）

下岡　　蓮
れん

ちゃん （5歳）

伊藤　百
もも

叶
か

ちゃん （5歳）

高山実
み の り

乃里ちゃん （3歳）

　　　昭
あき

乃
の

ちゃん （1か月）

仲良し 4人でマクドナルドの店員
さん体験！すごく楽しかったね☆

産まれました～ !!
姉妹仲良くスクスク育ちます
ように♪

岡　澪
しずく

ちゃん （2歳） 古川　愛
あい

佳
か

ちゃん （2歳）
２歳のお誕生日おめでとう！
これからも健康でいてね。

いつも元気いっぱいの愛佳
２歳のお誕生日おめでとう♪

木谷　允子さん （84歳）

楽しくやさいづくりして
います。


